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1
月
24
日
（
水
）、
Ｊ
Ａ
松
任
が
主
催
す
る
初
の
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
大
会
が
、
白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
開
か
れ
ま
し
た
。
各
支
店
か
ら
短
期
共
済
担
当
者
（
ス
マ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
）
4
人
が
出
場
し
、北
星
支
店
の
北
田
千
晶
さ
ん
（
北

星
支
店
）
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

お
客
様
役
に
Ｊ
Ａ
共
済
連
全
国
本
部
か
ら
三
須
俊
之
さ
ん
を
招

き
、
窓
口
で
の
自
動
車
共
済
継
続
時
の
お
す
す
め
プ
ラ
ン
の
提
案

や
、
お
客
様
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
説
明
力
を
臨
機
応
変
に
競
い

ま
し
た
。
竹
山
組
合
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
い
し
か
わ

の
神
後
弘
文
副
本
部
長
が
講
評
し
ま
し
た
。

　

第
3
期
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
第
6
回
講

座
を
１
月
18
日
（
木
）、
架
谷
和
美
先

生
を
お
迎
え
し
、
Ｊ
Ａ
松
任
本
店
大
会

議
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
！

　

今
回
は
ミ
ニ
バ
ラ
や
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

等
、
柔
ら
か
い
色
合
い
の
お
花
を
使
っ

た
「
春
の
テ
ー
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
と
て

も
上
品
な
花
器
を
使
用
し
、
基
本
の
位

置
に
ユ
ー
カ
リ
と
数
本
の
お
花
を
配
置

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
が
皆
さ
ん
の
セ
ン
ス
の
見
せ
所
で

す
！
残
り
の
お
花
を
自
由
に
使
い
エ
ア
リ
ー
感
の
あ
る
個
性
豊
か
な

お
花
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
が
春
の
よ
う
な
香
り
に
包
ま

れ
る
中
、架
谷
先
生
か
ら
「
皆
さ
ん
、

と
て
も
女
子
力
が
高
い
で
す
ね
！
お

花
が
大
好
き
と
い
う
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。」
と
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
第
7
回
講
座
「
か
わ
り

筆
」
を
開
催
し
ま
す
。

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

“
第
３
期
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
”

第
６
回　

春
の
テ
ー
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
！
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1
月
19
日
（
金
）、
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
構

内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
Ａ
ガ

イ
ヤ
」
で
「
松
豆
ば
う
む
」
の
販
促

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
店
舗
は

地
元
の
買
い
物
客
や
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
、
試
食
し
た
人
か
ら
は
、

き
な
粉
の
風
味
の
強
さ
に
驚
い
た
声

も
あ
が
り
「
懐
か
し
く
て
美
味
し
い
」

と
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
用
意
し
た
約
50
個
が
完

売
し
、
販
促
イ
ベ
ン
ト
を
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

1
月
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）
に

は
東
京
に
あ
る
石
川
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ“
い
し
か
わ
百
万
石
物
語
・

江
戸
本
店
”
で
も
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
好
評
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
松
豆
ば
う
む
」
は
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
ま
い
ど
さ
ん
市
場
で
も
販
売
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
是
非
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

【全体運】できる人と比べて、落ち
込む暗示。開き直りの気持ちを大
切に。気分転換には植物に触れる
と効果てきめんです
【健康運】食事の栄養バランスが好
転のポイントに
【幸運を呼ぶ食べ物】サヨリ

【全体運】積極性が増す時期。やっ
てみたいことに、どんどんトライ
してみましょう。周りのサポート
にも恵まれるはず
【健康運】無理は禁物です。のんび
りが健康の秘訣（ひけつ）
【幸運を呼ぶ食べ物】夏ミカン

【全体運】好奇心を刺激されやすい
期間です。興味を引かれることが
あるなら、情報収集を。無料体験
はチャレンジが正解
【健康運】冷え対策を徹底すると体
調が上向きそう
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

【全体運】優しい雰囲気になり、人
気運が高まる予感。誰にでも親切
にすることで、ますます運気アッ
プへ。温泉にツキ
【健康運】体力を付ける好機。手軽
な運動を始めて
【幸運を呼ぶ食べ物】ひじき

【全体運】何かと迷ってしまいそう。
結論を急がず、頼れる相手に相談
を。中途半端になっていることを
片付けると開運に
【健康運】うっかりしやすいため小
さなけがに注意
【幸運を呼ぶ食べ物】ウド

【全体運】ささいなことが気になっ
てしまう傾向あり。重箱の隅をつ
つくような見方はやめ、持ち前の
おおらかさを発揮して
【健康運】安泰ムード。スポーツを
楽しむとグッド
【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ

【全体運】心理的に不安定になりや
すいよう。ゆっくり深呼吸をして
心を静めて。また、うわさ話には
関わらない方が賢明です
【健康運】軽く体を動かせば、最適
な気分転換に
【幸運を呼ぶ食べ物】ワカサギ

【全体運】楽しいことに縁がありま
す。イベントや飲み会、旅行など
に誘われたら、気軽に顔を出して
みて。創作活動も吉
【健康運】運動不足になりやすいか
も。散歩が有効
【幸運を呼ぶ食べ物】タマネギ

【全体運】注意力が散漫になり、思
わぬミスを連発しがち。慣れてい
る作業ほど慎重に確認を。運気回
復には掃除が効果的
【健康運】のんびり過ごすことで、
体調に好変化が
【幸運を呼ぶ食べ物】カラシナ

【全体運】コミュニケーション運が
華やぐ気配。初対面の相手とも気
さくに話が弾みそう。人気スポッ
トに出掛けるのも◎
【健康運】不規則な生活を改善すれ
ば、運気上昇へ
【幸運を呼ぶ食べ物】アサリ

【全体運】ゆったり構えることで、
保留になっていた事柄にうれしい
展開が訪れるはず。焦らず、堅実
な行動が必要
【健康運】姿勢を正してみて。体に
良い影響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ

【全体運】やりたいことを実行に移
すチャンス。何事も前向きにやっ
てみましょう。過去に駄目だった
こともリベンジ可能
【健康運】食べ過ぎに注意。腹八分
目の徹底を
【幸運を呼ぶ食べ物】イイダコ

3

3 月

「
松
豆
ば
う
む
」
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
行
い
ま
し
た
！

牡羊座　　　
3/21〜 4/19

牡牛座　　　
4/20〜 5/20

双子座　　　
5/21〜 6/21

蟹座　　　　
6/22 〜 7/22

獅子座　　　
7/23〜 8/22

天秤座　　　
9/23〜 10/23

蠍座　　　　
10/24 〜 11/22

乙女座　　　
8/23〜 9/22

水瓶座　　　
1/20〜 2/18

魚座　　　　
2/19 〜 3/20

山羊座　　　
12/22〜 1/19

射手座　　　
11/23〜12/21
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2
月
2
日
（
金
）、白
山
市
光
野
中
学
校
に
て
、

部
活
動
に
励
む
１･

２
年
生
270
人
に
ひ
ゃ
く
ま

ん
穀
を
使
用
し
た
お
に
ぎ
り
計
310
個
を
贈
り
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
竹
山
組
合
長
よ
り
「
ひ
ゃ
く
ま
ん

穀
は
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
他
県

に
は
な
い
特
色
あ
る
お
米
を
食
べ
て
元
気
に
部

活
動
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
こ
れ
を
受
け
生
徒
代
表
の
今
村
優
太
さ

ん
は
「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
部
活
動
に

励
み
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

石
川
で
は
、
米
消

費
拡
大
運
動
と
し

て
「
毎
月
2
日
は

お
に
ぎ
り
の
日
」

と
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
Ｊ
Ａ
松

任
で
は
管
内
４
つ

の
中
学
校
を
対
象

に
お
に
ぎ
り
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

　

1
月
16
日
（
火
）、
白

山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
、
白
山
石
川
営
農
推
進

協
議
会
が
主
催
す
る
「
白

山
ね
ぎ
」
の
所
得
増
大
へ

向
け
た
栽
培
講
習
会
が
開

か
れ
、
生
産
者
ら
約
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
白
山
ね
ぎ
」
は
白
山

の
伏
流
水
と
手
取
川
の
扇

状
地
の
肥
え
た
土
壌
に
よ

り
、
柔
ら
か
く
て
甘
み
が

あ
る
の
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
習
で
は
、
追

肥
や
育
苗
管
理
な
ど
を
学
び
、
出
荷
量
の
拡
大
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

白
山
管
内
の
栽
培
面
積
は
昨
年
度
の
９
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
し
、白
ね
ぎ
は
、

い
し
か
わ
園
芸
振
興
推
進
本
部
が
農
家
の
所
得
増
大

へ
掲
げ
る
重
点
5
品
目
（
白
ね
ぎ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

か
ぼ
ち
ゃ
・
に
ん
じ
ん
・
た
ま
ね
ぎ
）
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
全
農
い
し
か
わ
や
関
連
企
業
の

担
当
者
も
同
席
し
、
販
売
経
過
の
報
告
や
増
産
へ
の

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

1
月
27
日
（
土
）、
白
山
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
石
川
県
農
業
共
済
の
主
導
の
も

と
、収
入
保
険
制
度
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
松
任
管
内
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
制
度
は
農
業
経
営
者
の
収
入
全
体
に

対
応
す
る
た
め
、
新
規
作
物
へ
の
挑
戦
や
販

路
開
拓
を
促
す
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

青
色
申
告
が
加
入
の
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
２
０
１
９
年
1
月

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
今
秋
か
ら
申
し
込
み
を

開
始
し
ま
す
。

部
活
動
に
取
り
組
む
中
学
生
へ

ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
お
に
ぎ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

白
山
ね
ぎ
栽
培
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

収
入
保
険
説
明
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
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【
Ｊ
Ａ
石
川
県
青
協　

実
績
発
表
・
青
年
の
主
張
大
会
開
催
】

★
小
山
浩
之
さ
ん
（
松
南
支
部
林
中
地
区
）、
細
川
雅
人
さ
ん
（
松
南
支
部
山
島
地
区
）

　

が
東
海
北
陸
大
会
出
場
へ

　

１
月
20
日
（
土
）、
Ｊ
Ａ
石
川
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
Ｊ
Ａ

石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
主
催
に
よ
る
活
動
実
績
発
表
・

青
年
の
主
張
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
１
３
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

県
下
の
Ｊ
Ａ
青
年
部
よ
り
青
年
の
主
張
の
部
で
は
３
名
、

実
績
の
部
で
は
３
組
織
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
青
年
の
主
張
の
部
で
、“
Ｐ
ｒ
ｉ
ｃ
ｅ

ｌ
ｅ
ｓ
ｓ　

林
中
青
年
部
”
の
松
南
支
部
林
中
地
区
の
小

山
浩
之
さ
ん
、
実
績
発
表
の
部
で
は
同
じ
支
部
の
山
島
地

区
か
ら
細
川
雅
人
さ
ん
が
、“
次
の
世
代
に
繋
が
る
、
し
わ

も
ち
作
り
と
絆
”
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
で
は
、
小
山
さ
ん
、
細
川
さ
ん
共
に
最
優
秀

賞
を
獲
得
し
、
今
年
11
月
に
三
重
県
で
開
か
れ
る
東
海
北

陸
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
Ｊ
А
松
任
の
４
支
部
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

【
合
格
も
ち
を
食
べ
て
、
志
望
校
に
合
格
！
】

～
笠
間
地
区
青
年
部
～

　

今
年
も
、
笠
間
地
区
の
盟
友

だ
け
で
は
な
く
、
笠
間
地
区
の

子
供
達
も
交
え
て
合
格
も
ち
・

か
き
も
ち
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

地
元
で
収
穫
さ
れ
た
も
ち
米

「
白
山
も
ち
」
を
使
用
し
た
、

合
格
も
ち
と
か
き
も
ち
を
作
り

ま
し
た
。

　

1
月
13
日
（
土
）、
笠
間
神

社
で
村
田
地
区
長
と
盟
友
一
同

で
合
格
祈
願
し
、
受
験
生
の
志

望
校
合
格
を
願
い
玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

1
月
19
日
（
金
）
に
笠
間
中
学
校
に
て
3
年
生
代
表
の
高
田
颯

さ
ん
と
石
倉
姫
花
さ
ん
へ
、
竹
山
組
合
長
と
村
田
地
区
長
か
ら
合

格
の
願
い
を
こ
め
て
、
合
格
も

ち
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
四
角

（
失
格
）
を
断
ち
切
っ
て
五
角

（
合
格
）
に
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
笠
間

青
年
部
は
受
験
生
み
な
さ
ん
の

受
験
を
心
よ
り
応
援
し
て
い
ま

す
。

青年の主張の部 最優秀賞の林中地区実績発表の部 最優秀賞の山島地区

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
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宮保町

畑
は た

中
な か

　新
に い

菜
な

　ちゃん（6歳6ヶ月）

　　　悠
ゆう

利
り

　くん（2歳8ヶ月）

父　健
け ん

太
た

郎
ろ う

 さん　母　麻
ま

衣
い

 さん

今平町

宮
み や

林
ばやし

　明
あ

咲
さ

　ちゃん（1歳6ヶ月）

父　大
だ い

輔
す け

 さん　母　須
す

美
み

子
こ

 さん

動物が好きな新菜ちゃん。 太鼓が
大好きな悠利くん。いつも家族を笑
顔にしてくれてありがとう。
いつまでも仲良くね。

ワンワンが大好きな明咲。 お喋り
もできることもたくさん増えたね。
いっぱい泣いて、笑って、時々おこっ
て楽しい毎日ありがとう。
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毎日、元気いっぱいドッジボールや縄跳びをして体を動かすことが大好きなさくら組さん。先日のお別れ太鼓では、お家の

方やたくさんの方に見てもらって、最高の演奏が出来ましたね。もう少しでみんなが楽しみにしている１年生ですね！！ こど

も園で過ごし楽しかったことを忘れずに、小学校へ行っても頑張ってください。応援しています。

源兵島町　いしかわこども園　（園長　荒
あら

井
い

　美
よし

子
こ

　先生）

　　さくら組　35名（男児　
16名、女児　19名）

　　担任　小
お

野
の

　和
わ

貴
き

子
こ

　先生、古
ふる

澤
さわ

　基
もと

子
こ

　先生、古
ふる

川
かわ

　恵
けい

子
こ

　先生

番匠町　学 校 法 人
　　　　徳野学園  とくの幼稚園　（園長　徳

とく

野
の

　正
まさ

一
かず

　先生）
年長組　72名（男児　35名、女児　37名）
　担任　関

せき

川
がわ

　理
り

沙
さ

　先生、菅
すが

本
もと

　実
み

穂
ほ

　先生、宮
みや

谷
たに

　祐
ゆ

加
か

　先生

毎日の裸足保育で健康な体を作り、完全給食で食に関心を持ちながらたくさん食べて元気に育った子どもたち。集団生活の中で、友だちとの関わり方を知り、自分だけではなく友だちのことを気にかけ、困っている子がいると助けてあげたり、どんなあそびをしたいかを相談しながら、日々楽しんで園生活を送っています。小学生になっても、たくさん友だちを作って、協力し助け合いながら、元気一杯すごしてね。

先生からの連絡帳

先生からの連絡帳



No.527

10

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
基
礎
知
識

知
っ
て
納
得
！　

税
金
講
座

　

高
齢
者
の
訪
問
購
入
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
い
ま
す
。

【
事
例
】「
不
用
な
着
物
を
買
い
取
る
」
と

の
電
話
で
来
て
も
ら
っ
た
事
業
者
に
着
物

を
見
せ
た
が
興
味
を
示
さ
ず
「
宝
飾
品
が

あ
れ
ば
売
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
て
、

指
輪
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な

ど
数
点
を
２
万
５
０
０
０
円
で
買
い
取
っ

て
も
ら
っ
た
。
業
者
は
名
刺
を
く
れ
た
が

契
約
書
は
渡
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

形
見
の
指
輪
を
売
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る

一
方
、
買
い
取
り
価
格
が
安
過
ぎ
る
と
思

い
、
翌
日
、
電
話
で
買
い
戻
し
を
求
め
た

が
、「
物
品
は
別
の
業
者
に
渡
し
て
し
ま

っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。

　

事
例
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
た

た
め
、
２
０
１
３
年
２
月
以
降
の
契
約
に

つ
い
て
、
自
宅
に
来
訪
し
た
事
業
者
に
物

品
を
売
却
す
る
際
の
消
費
者
保
護
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も

相
談
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
訪
問
購
入
業
者
が
飛

び
込
み
勧
誘
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
な
ど
で
「
着
物
を
売
り

た
い
の
で
話
を
聞
き
た
い
」
な
ど
、
要
請

を
受
け
た
上
で
消
費
者
宅
に
出
向
く
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
突
然
訪
問
し
て
き
た
購

入
業
者
は
家
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
着
物
な
ど
の
買
い
取
り
に
来
訪
し

た
業
者
か
ら
貴
金
属
の
売
却
を
迫
ら
れ

る
、
事
例
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、来
訪
後
に
、

買
い
取
り
を
要
請
さ
れ
て
い
な
い
物
品
の

売
却
を
勧
め
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
売
却
す
る
気
が
な
い
貴
金
属
な
ど
の

売
却
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
購
入
契
約
は
契
約
書
面
を
受
け
取

っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
８
日
間
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
は
、
売

却
し
た
物
品
を
事
業
者
に
渡
さ
ず
、
手
元

に
置
い
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

ず
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
手
続
き
と
し
て

契
約
を
解
除
す
る
旨
の
通
知
を
出
し
ま
し

ょ
う
。
困
っ
た
と
き
に
は
、「
消
費
者
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
番
」
に
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

　

消
費
税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
、
以
下

同
じ
）
は
物
品
の
売
買
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
に
か
か
る
税
金
で
す
。
例
え
ば
、

消
費
者
が
商
店
で
１
０
０
０
円
の
買
い
物

を
し
た
と
し
ま
す
。
こ
の
際
80
円
の
消
費

税
を
上
乗
せ
し
て
１
０
８
０
円
を
商
店

（
事
業
者
）
に
支
払
い
ま
す
。
事
業
者
は

受
け
取
っ
た
消
費
税
相
当
分
80
円
を
税
務

署
に
納
め
ま
す
。

　

個
人
事
業
者
の
場
合
、
原
則
と
し
て
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
を

課
税
期
間
と
し
て
、
そ
の
間
に
預
か
っ
た

消
費
税
か
ら
仕
入
れ
な
ど
に
よ
り
支
払
っ

た
消
費
税
を
控
除
し
た
金
額
を
翌
年
3
月

31
日
ま
で
に
申
告
お
よ
び
納
税
を
し
ま

す
。
た
だ
し
、
前
々
年
に
お
け
る
課
税
対

象
と
な
る
売
上
高
（
課
税
売
上
高
）
が

１
０
０
０
万
円
以
下
の
小
規
模
事
業
者
に

関
し
て
は
、
消
費
税
の
納
税
義
務
が
免
除

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
農
業
と
不

動
産
賃
貸
業
な
ど
複
数
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
課
税
売

上
高
の
合
計
額
で
判
定
し
ま
す
。
ま
た
、

農
業
用
機
械
、
事
業
用
車
両
、
ア
パ
ー
ト

建
物
（
土
地
は
除
く
）
な
ど
の
事
業
用
資

産
を
売
却
し
た
こ
と
に
よ
る
譲
渡
所
得
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
売
却
収
入
も
課
税

売
上
高
に
合
算
し
ま
す
。

　

相
続
が
発
生
し
被
相
続
人
が
営
ん
で
い

た
事
業
を
相
続
人
が
承
継
し
た
際
、（
1
）

そ
の
相
続
人
が
被
相
続
人
が
営
ん
で
い
た

事
業
を
承
継
し
、
初
め
て
事
業
を
営
む
場

合
、
⑵
そ
の
相
続
人
が
す
で
に
別
の
事
業

を
営
ん
で
い
た
場
合
が
あ
り
ま
す
。
⑴
の

場
合
、
相
続
開
始
年
ま
た
は
そ
の
翌
年

は
、
相
続
開
始
年
の
前
々
年
ま
た
は
前
年

に
お
け
る
被
相
続
人
の
課
税
売
上
高
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
と
き
、
相

続
開
始
年
の
翌
々
年
は
、
相
続
開
始
年
の

被
相
続
人
お
よ
び
相
続
人
の
課
税
売
上
高

を
合
算
し
た
金
額
が
１
０
０
０
万
円
を
超

え
て
い
る
と
き
に
相
続
人
に
つ
い
て
消
費

税
の
納
税
義
務
が
あ
り
ま
す
。⑵
の
場
合
、

相
続
開
始
年
は
、
前
々
年
の
被
相
続
人
ま

た
は
相
続
人
い
ず
れ
か
の
課
税
売
上
高
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
と
き
、
相

続
開
始
年
の
翌
年
ま
た
は
翌
々
年
は
、
相

続
開
始
年
の
前
年
ま
た
は
相
続
開
始
年
に

お
け
る
被
相
続
人
お
よ
び
相
続
人
の
課
税

売
上
高
を
合
算
し
た
金
額
が
１
０
０
０
万

円
を
超
え
て
い
る
と
き
に
相
続
人
に
つ
い

て
納
税
義
務
が
あ
り
ま
す
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー 

相
談
情
報
部
●
吉
松　

恵
子

訪
問
購
入
に
ご
注
意
！

Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー 

顧
問
税
理
士
●
柴
原　

一

消
費
税
の
納
税
義
務
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ス
ト
ッ
プ
！　

農
作
業
事
故

　

農
業
者
の
方
は
、
品
質
の
良
い
作
物
を

多
く
収
穫
し
、
収
入
拡
大
に
結
び
付
け
る

こ
と
に
ま
い
進
し
て
い
る
日
々
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
は
毎
日
の
生
活
・
作
業

が
安
全
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

　

交
通
死
亡
事
故
は
年
々
減
少
の
傾
向
を

示
し
て
お
り
、
農
作
業
死
亡
事
故
も
最
近

は
減
少
の
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
事
故
ゼ
ロ
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。
誰
も
が
意
識
し
て
事
故

を
起
こ
そ
う
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
飲

酒
事
故
が
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
「
危

な
い
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
自
信
過
剰
が
あ

る
こ
と
と
、
規
律
を
守
る
こ
と
の
意
識
が

低
い
こ
と
か
ら
、
飲
酒
運
転
事
例
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。農
作
業
事
故
で
も
同
様
に
、

基
本
か
ら
外
れ
た
使
い
方
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
発
生
す
る
事
故
が
大
半
で
す
。

　

事
故
が
自
分
だ
け
へ
の
影
響
で
は
済
ま

な
い
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
に
対
し

て
、
医
療
費
、
賠
償
金
の
支
払
い
や
臨
時

の
雇
用
な
ど
支
出
の
増
大
の
他
に
、
社
会

的
な
批
判
、
す
ぐ
に
は
消
え
な
い
精
神
的

な
負
担
、
収
穫
適
期
を
逃
す
こ
と
に
よ
る

減
収
や
品
質
低
下
な
ど
多
く
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
、
事
故
者
や
そ
の
周
囲
に
関

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

乳
幼
児
や
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
に

対
し
て
は
、
安
全
確
保
の
お
手
伝
い
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
な

い
年
齢
層
で
は
、
自
分
で
自
分
お
よ
び
仲

間
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
に
行
動
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
過
去
に
見
聞
き
し

た
り
経
験
し
た
危
な
い
こ
と
を
わ
が
身
に

当
て
は
め
て
考
え
、
実
際
の
事
故
だ
け
で

は
な
く
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
、
さ
ら
に
、

何
事
も
な
く
一
日
が
終
わ
っ
た
こ
と
に
対

す
る
安
全
面
か
ら
の
検
証
な
ど
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
き
ま

す
。

　

安
全
の
確
保
は
、臆
病
と
は
違
い
ま
す
。

事
故
の
芽
を
一
刻
も
早
く
察
知
し
、
退
治

す
る
か
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
意

識
を
常
に
持
つ
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

安
全
は
自
分
で
「
創
る
」
の
で
す
。

安
全
意
識
を
高
め
よ
う

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川　

文
武
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あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
家
庭
菜
園

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

ｍ
間
隔
に
種
を
ば
ら
ま
き
し
ま
す
。
覆
土

は
2
～
3
ｃ
ｍ
厚
さ
と
し
ま
す
。
夏
に
向

か
う
栽
培
で
は
防
乾
、
防
暑
の
た
め
に
、

ま
い
た
上
に
切
り
わ
ら
ま
た
は
も
み
殻
、

完
熟
堆
肥
を
細
か
く
砕
い
た
も
の
の
い
ず

れ
か
で
薄
く
覆
っ
て
お
き
ま
す
。

　

発
芽
し
た
ら
本
葉
3
～
4
枚
の
頃
6
～

7
ｃ
ｍ
間
隔
に
、
そ
の
後
逐
次
間
引
き
最

終
株
間
を
15
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い
に
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。
生
育
中
15
～
20
日
置
き
に
株
の

周
り
に
肥
料
を
ば
ら
ま
き
、
軽
く
土
と
混

ぜ
合
わ
せ
て
お
き
ま
す
。

　

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
は
下
の
方
の
葉
と
葉
の

間
に
隙
間
が
で
き
、
泥
跳
ね
に
よ
り
土
が

入
り
ま
す
の
で
、
フ
ィ
ル
ム
マ
ル
チ
が
有

効
で
す
。
じ
か
ま
き
の
場
合
に
は
、
90
ｃ

ｍ
幅
の
ベ
ッ
ド
を
作
り
、
15
×
15
ｃ
ｍ
間

隔
の
穴
開
き
黒
色
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
敷

き
、
穴
に
5
～
6
粒
種
を
ま
き
、
発
芽
し

た
ら
込
み
合
わ
な
い
程
度
に
逐
次
間
引

き
、
本
葉
7
～
8
枚
で
１
本
立
て
と
し
ま

す
。
追
肥
は
必
要
に
応
じ
て
株
間
に
指
先

で
穴
を
開
け
て
施
し
ま
す
。

　

育
苗
の
場
合
に
も
同
じ
く
ベ
ッ
ド
を
作

り
、
あ
ら
か
じ
め
15
ｃ
ｍ
間
隔
の
穴
開
き

黒
色
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
敷
き
、
そ
の
穴
に

本
葉
7
～
8
枚
に
育
っ
た
苗
を
１
株
ず
つ

植
え
付
け
ま
す
。

　

種
ま
き
後
、
春
は
45
～
55
日
、
夏
は
35

～
45
日
ぐ
ら
い
た
ち
、
草
丈
が
18
～
20
ｃ

ｍ
、
１
５
０
ｇ
ぐ
ら
い
に
育
っ
た
ら
収
穫

し
ま
す
。
家
庭
用
な
ら
そ
の
半
分
ほ
ど
に

育
っ
た
頃
か
ら
ミ
ニ
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
と
し

て
収
穫
、
切
ら
ず
に
株
ご
と
料
理
に
用
い

る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

中
国
華
中
地
方
の
原
産
で
、
中
国
名
は

「
青
梗
菜
」。
ハ
ク
サ
イ
の
仲
間
で
す
が
、

茎
が
青
く
て
結
球
し
な
い
の
で
こ
の
名
が

あ
り
ま
す
。
戦
後
中
国
か
ら
導
入
さ
れ
た

野
菜
は
数
々
あ
り
ま
す
が
、
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
は
そ
の
代
表
選
手
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

一
番
の
特
徴
は
、
火
を
通
す
と
緑
色
が

鮮
や
か
さ
を
増
し
、
煮
崩
れ
、
目
減
り
が

少
な
い
こ
と
で
す
が
、
あ
く
が
な
く
、
煮

物
、
炒
め
物
、
お
ひ
た
し
、
あ
る
い
は
漬

物
に
と
使
い
道
は
広
が
り
ま
す
。

　

冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
生
育
適
温
は
15

～
22
度
で
す
が
、
暑
さ
寒
さ
に
も
葉
菜
類

の
う
ち
で
は
か
な
り
耐
え
る
方
で
、
4
月

下
旬
か
ら
9
月
中
旬
ま
で
種
ま
き
で
き
、

案
外
育
て
や
す
い
の
で
、
家
庭
菜
園
に
お

薦
め
の
野
菜
で
す
。

　

畑
に
じ
か
ま
き
、
ま
た
は
育
苗
し
て
植

え
付
け
と
両
方
と
も
で
き
ま
す
が
、
長
い

間
収
穫
を
楽
し
む
に
は
じ
か
ま
き
を
、
そ

ろ
っ
た
良
品
を
畑
の
回
転
良
く
収
穫
す
る

に
は
１
２
８
穴
の
セ
ル
ト
レ
イ
育
苗
を

と
、
使
い
分
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

じ
か
ま
き
の
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

全
面
に
完
熟
堆
肥
、
油
か
す
、
化
成
肥
料

を
15
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い
の
深
さ
に
耕
し
込
み
、

準
備
し
て
お
い
た
畑
に
、
く
わ
幅
（
15
～

17
ｃ
ｍ
）
の
ま
き
溝
を
作
り
、
2
～
3
ｃ

　

２
０
１
７
年
の
全
国
の
火
災
発
生
件
数
を

月
別
に
見
る
と
、
3
月
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
火
災
の
中
で
も
春
先

は
山
火
事
が
多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。
降

水
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
や
す
い

上
、
山
焼
き
な
ど
の
山
の
手
入
れ
が
始
ま
っ

た
り
、
山
菜
採
り
で
山
に
入
る
人
が
増
え
た

り
す
る
た
め
で
す
。

　

１
９
９
１
年
3
月
7
日
に
は
、
茨
城
県
日

立
市
で
大
規
模
な
山
火
事
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
の
日
は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま

り
、
北
西
風
が
強
く
吹
い
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
水
戸
市
で
最
小
湿
度
16
％
を
記
録
す

る
な
ど
、
空
気
は
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
し
て
い

ま
し
た
。

　

気
象
庁
は
、
数
日
前
か
ら
の
湿
度
を
考
慮

に
入
れ
て
計
算
さ
れ
る
「
実
効
湿
度
」
と
当

日
の
「
最
小
湿
度
」
を
基
に
乾
燥
注
意
報
を

発
表
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
木
材
が
ど
れ
く
ら

い
乾
い
て
い
て
燃
え
や
す
い
か
ど
う
か
が
基

準
と
い
う
こ
と
で
す
。
乾
燥
注
意
報
が
出
て

い
る
と
き
は
、
い
つ
も
以
上
に
火
の
取
り
扱

い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木　

利
隆

山
火
事
が
多
い
季
節

気
象
予
報
士（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）　

●
檜
山　

靖
洋



13

No.527

3月3日（土）・4日（日）

9：00～16：00

お得なキャンペーン実施中！

白山市村井町1780番地　TEL.076-274-1477

JA松任カープラザ
JAマイカーローンキャンペーン中
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【
第
10
回
理
事
会
】� —

—
—
—
—
—

平
成
30
年
1
月
26
日
（
金
）
午
後
4
時
00
分
開
催

　

第
10
回
理
事
会
に
は
5
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、

全
議
案
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
12
件
の
報

告
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議　
　

件

●�

第
1
号
議
案　

平
成
29
年
度
仮
決
算
監
事
監
査
の

回
答
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
仮
決
算
監
事
監
査
の
回
答
に
つ
い

て
、
そ
の
回
答
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
2
号
議
案　

利
用
権
設
定
に
伴
う
正
組
合
員
資

格
の
追
認
に
つ
い
て

　

第
17
期
総
代
選
挙
に
あ
た
り
、
利
用
権
設
定
に
伴

う
正
組
合
員
資
格
に
つ
い
て
、
理
事
会
に
お
い
て
承

認
を
受
け
る
こ
と
で
引
き
続
き
正
組
合
員
資
格
を
有

す
る
内
容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
3
号
議
案　

第
17
期
総
代
選
挙
に
伴
う
選
挙
管

理
人
、
選
挙
立
会
人
等
の
指
名
に
つ
い
て

　

第
17
期
総
代
選
挙
の
実
施
に
あ
た
り
、
定
款
付
属

書
総
代
選
挙
規
程
の
定
め
に
よ
り
、
選
挙
管
理
者
、

立
会
人
等
の
指
名
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
4
号
議
案　

平
成
30
年
産
新
規
需
要
米
作
付
け

推
進
に
つ
い
て

　

新
規
需
要
米
の
荷
受
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
荷

受
・
乾
燥
・
調
製
・
貯
留
ラ
イ
ン
の
改
修
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
平
成
30
年
度
も
平
成
29
年
度
に
引
き
続

き
、
新
規
需
要
米
作
付
け
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
5
号
議
案　

松
任
市
農
業
協
同
組
合
生
乳
受
託

販
売
業
務
規
程
の
設
定
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
6
月
に
畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
現
行
の
「
松
任
市

農
業
協
同
組
合
生
乳
受
託
規
程
」
を
廃
止
し
、
新
た

に
「
松
任
市
農
業
協
同
組
合
生
乳
受
託
販
売
業
務
規

程
」
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

①�

平
成
29
年
度
Ｊ
Ａ
全
中
監
査
機
構
期
中
監
査
指
摘

事
項
に
つ
い
て

　

�　

平
成
29
年
12
月
4
日
か
ら
12
月
8
日
の
5
日
間

に
実
施
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
全
中
監
査
機
構
期
中
監
査
指

摘
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

②
平
成
30
年
産
米
生
産
基
準
数
量
の
配
分
に
つ
い
て

　

�　

白
山
市
農
業
活
性
化
協
議
会
総
会
で
決
定
さ
れ

た
、
平
成
30
年
産
の
米
生
産
数
量
目
標
面
積
の
配

分
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

③
月
次
決
算
（
12
月
末
）
に
つ
い
て

　

�　

12
月
次
決
算
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

④�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組
状
況
（
第

3
四
半
期
）
に
つ
い
て

　

�　

第
3
四
半
期
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
取
組
み
状
況
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
の

実
施
内
容
、
連
続
職
場
離
脱
の
実
施
状
況
、
相
談

苦
情
等
の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

⑤�

事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
（
第
3
四
半
期
）
に
つ

い
て

　

�　

事
務
リ
ス
ク
管
理
規
定
に
基
づ
き
、発
生
状
況
・

対
応
等
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑥�

金
融
円
滑
化
に
対
す
る
取
組
状
況（
第
3
四
半
期
）

に
つ
い
て

　

�　

金
融
円
滑
化
に
対
す
る
取
組
状
況
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

⑦�

反
社
会
的
勢
力
認
定
結
果
（
第
3
四
半
期
）
に
つ

い
て

　
�　

第
3
四
半
期
に
お
け
る
反
社
会
的
勢
力
認
定
結

果
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑧�

余
裕
金
運
用
状
況
及
び
第
4
四
半
期
の
余
裕
金
運

用
方
針
に
つ
い
て

　

�　

12
月
末
余
裕
金
運
用
状
況
及
び
第
4
四
半
期
の

運
用
方
針
に
つ
い
て
、
石
川
県
信
連
へ
の
預
け
入

れ
を
基
本
と
す
る
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑨�

貸
付
延
滞
債
権
及
び
本
店
管
理
債
権
の
状
況
（
第

3
四
半
期
）
に
つ
い
て

　

�　

12
月
末
の
貸
付
延
滞
債
権
及
び
本
店
管
理
債
権

の
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

⑩�

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
関
す
る
組
合
員
調
査
の
実
施
に

つ
い
て

　

�　

Ｊ
Ａ
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
自
己
改
革
」
の
内

容
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
2
月
か
ら
3
月
中
旬
に

か
け
て
１
，５
０
０
名
組
合
員
の
方
か
ら
ご
意
見

や
ご
感
想
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
組

合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑪
組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�　

正
組
合
員
3
名
・
准
組
合
員
66
名
の
組
合
員
加

入
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑫
そ
の
他

　

①�

3
月
10
日
開
催
予
定
の
「
Ｊ
Ａ
松
任
女
性
の
集

い
」
講
演
会
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

②�

Ｊ
Ａ
松
任
女
性
大
学
「
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル
第
4

期
受
講
生
募
集
」に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

③�

県
域
Ｊ
Ａ
の
組
織
整
備
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

■作り方

①フライパンにオリーブ油・ニンニク・アンチョビフ

ィレを入れ、弱火で香りを出し、軽く油を切ったツ

ナ缶を入れ、火を止める。

②鍋に湯を沸かし、塩少々を入れ、ざく切りにしたキ

ャベツをさっとゆでざるにあげる。

③ボウルにキャベツを入れ、①とあえて皿に盛り付け

る。トマトを飾り、こしょうを掛け出来上がり。

■材料（2人分）

キャベツ・・・・・・1/4 個

ツナ缶・・・・・・・1缶

アンチョビフィレ・・3枚

ニンニク（みじん切り）

　　　　　・・・小さじ 1

トマト・・・・・1/2 個

塩・こしょう・・適宜

オリーブ油・・・大さじ 1

キャベツが温かいうちにあえると
味がよくなじみます。

キャベツのツナサラダキャベツのツナサラダ
料理楽しくステップアップ
「キッチン晴人」永井 智一 オーナーシェフ

理
事
会
だ
よ
り
・
女
性
の
会
料
理
ク
ラ
ブ
レ
シ
ピ
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Q二重マスの文字をAから順に並べてできる
言葉は何でしょうか？　 （出題者）ニコリ

●
第
11
回
理
事
会
〔
本
店
〕

　
　2
月
26
日
月

●
自
動
車
農
機
合
同
展
示
会
〔
カ
ー
プ
ラ
ザ
〕

　
　3
月
3
日
土
・
4
日
日

●
第
2
期
あ
さ
姫
ス
ク
ー
ル

　か
わ
り
筆
講
座
〔
本
店
〕

　
　3
月
5
日
月
13
時
30
分
〜
15
時

●
卒
業
式
〔
本
店
〕

　
　3
月
8
日
木
10
時
〜
14
時

●
女
性
の
集
い
〔
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
山
〕

　
　3
月
10
日
土

●
た
ま
ね
ぎ
詰
め
放
題

　
　2
月
24
日
土

●
た
ま
ご
特
売

　
　2
月
28
日
水

Ｊ
Ａ
松
任
ま
い
ど
さ
ん
市
場

●
感
謝
デ
ー

　
　2
月
23
日
金
・
24
日
土
・
25
日
日

Ｊ
Ａ
松
任
Ｓ
Ｓ

Ｊ
Ａ
松
任

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定

　（
平
成
30
年
2
月
19
日
〜
3
月
19
日
）

　“竜宮かきもち” ３０枚　１, ２００円を西南支店で
販売しております。
詳しくは、西南支店（TEL 276-1222）
笠間地区青年部までお問い合わせ下さい。

ＪＡ松任笠間地区青年部からのお知らせ

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

★
タ
テ
の
カ
ギ

①
お
内
裏
さ
ま
、
五
人
ば
や
し
と
い

え
ば

②
胸
び
れ
を
広
げ
て
滑
空
し
ま
す

③
○
○
学
生
、
修
道
○
○

④
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
も
呼
ば
れ
ま
す

⑥
水
を
多
め
に
入
れ
て
炊
い
た
米

⑧
ド
ラ
イ
バ
ー
で
締
め
付
け
ま
す

⑩
と
っ
く
り
を
持
っ
て
お
○
○
○
し

た
⑬
円
を
描
く
と
き
に
使
う
文
房
具

⑮
大
、
小
、
裸
か
ら
連
想
さ
れ
る
穀

物
は

⑰
定
規
を
使
う
と
き
れ
い
に
引
け
ま

す
⑲
ク
ル
ミ
や
ド
ン
グ
リ
が
似
合
う
小

動
物

②
在
校
生
の
送
辞
に
対
す
る
卒
業
生

の
返
事

⑤
15
日
間
あ
る
大
相
撲
な
ら
8
日
目

⑦
ケ
ー
キ
を
焼
く
前
に
オ
ー
ブ
ン
を

○
○
○
し
た

⑨
大
学
○
○
○
○
に
向
け
て
受
験
勉

強
し
て
い
ま
す

⑪
日
に
よ
っ
て
値
段
が
変
わ
る
メ
ニ

ュ
ー
に
は
こ
う
書
か
れ
ま
す

⑫
宇
野
重
吉
と
寺
尾
聰
、
渡
辺
謙
と

杏
⑭
国
民
の
三
大
○
○
は
教
育
・
勤
労
・

納
税
で
す

⑯
食
材
を
い
ぶ
し
て
作
り
ま
す

⑱
石
原
裕
次
郎
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
○
○

○
よ
今
夜
も
有
難
う
』

⑳
豚
カ
ツ
の
衣
の
一
番
外
側

㉑
永
世
中
立
国
と
し
て
有
名
。
首
都

は
ベ
ル
ン

★ 

先
月
号
の
答
え

　
「
フ
キ
ノ
ト
ウ
」

★ 

応
募
方
法

　

応
募
は
官
製
は
が
き

で
、
答
の
文
字
を
記
入

し
て
、次
の
要
領
で
送
っ

て
下
さ
い
。

★ 

応
募
締
切

　

3
月
2
日
（
金
）

　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

★ 

景　
　

品

　

正
解
者
の
中
か
ら
4
名
の
方
に

『
音
波
式
電
動
歯
ブ
ラ
シ
』
を
お

贈
り
し
ま
す
。

★ 

先
月
号
の
当
選
者

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

80
通
の
正
解
の
中
か
ら
次
の
4

名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
景
品
は
『
も
こ
も
こ
モ
ッ
プ
ン
』

で
し
た
）

　

屋
敷　

武
彦　
　

様

　

引
網　

幸
子　
　

様

　

西
野　

恵
美
子　

様

　

菅
本　

紀
昭　
　

様

　　 〒 924-0032

白山市村井町 1776
　JA 松任
　　まいどさん
　　　　クイズ係

６２

①こたえ
②広報誌「まいど

さん」への
　ご意見、ご希望
③郵便番号
　住所
　氏名
　年齢、職業
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Information Box

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス

表
紙　

合
格
も
ち
贈
呈
式
（
笠
間
中
学
校
に
て
）

ま
い
ど
さ
ん
2
月
号　

№
５
２
７

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
2
月
14
日
発
行

発
行
／
松
任
市
農
業
協
同
組
合
（
JA
松
任
）

　
　
　

石
川
県
白
山
市
村
井
町
１
７
７
６
番
地

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
６–

２
７
６–

２
２
２
２

　
　
　
　

http://w
w

w
.m

atto.is-ja.jp/

編
集
／
総
務
部
総
務
課

印
刷
／
前
田
印
刷
株
式
会
社

ＪＡからのご案内

ペ
ッ
ト
の
お
名
前
：
モ
モ
ち
ゃ
ん（
♀
）

＊
＊
＊ 

ペ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー 

＊
＊
＊

お
住
ま
い
：
白
山
市
剣
崎
町

ネ
コ
年
齢
：
14
歳（
推
定
年
齢
72
歳
）

＊　

編　

集　

後　

記　

＊

　

1
月
下
旬
か
ら
2
月
に
か
け
て
近
年
ま

れ
に
見
る
雪
が
降
り
、
各
地
で
記
録
的
な

積
雪
と
な
り
ま
し
た
ね
。
こ
こ
数
年
、
北

陸
地
方
で
も
こ
れ
ほ
ど
の
雪
が
降
ら
な

か
っ
た
せ
い
か
幹
線
道
路
の
除
雪
も
追
い

つ
か
ず
、
交
通
網
が
マ
ヒ
し
改
め
て
石
川

県
も
雪
国
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
2
月
～
3
月
中
旬
に
か
け
、
Ｊ

Ａ
松
任
の
自
己
改
革
に
関
す
る
「
組
合
員

ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
と
し
て
、
無
作
為
抽

出
で
選
出
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
宅
へ

Ｊ
Ａ
職
員
が
訪
問
し
ま
す
。
そ
の
際
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【試算例】基本型（平成２９年４月現在）

被共済者：男の子０歳 払込終了年齢：１２歳 共済掛金払込免除不担保特則あり

払込方法：全期前納（口座振替扱掛金） 学資金支払開始年齢：１８歳

保障期間（満期年齢）：２２歳

お問い合わせは

◆中央支店 ◆北星支店

076-276-1414 076-276-1777

◆西南支店 ◆松南支店

076-276-1222 076-276-2244
この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情

報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

お受取総額 掛金総額 差額

100万円 900,557円 99,443円

200万円 1,801,114円 198,886円

300万円 2,701,671円 298,329円

500万円 4,502,785円 497,215円

1,000万円 9,005,570円 994,430円

万円

100
１８才応当日

万円

0才

ご加入 ＋割りもどし金

0才

学
資
金

払込期間中：経過年数に応じた額

（500万円ﾗ 経過年数�払込期間）

払込終了後：

病気または災害で後遺障害のとき

大学

ご入学
２２歳

満期

18才 22才

お
子
さ
ま
の

万
一
の
保
障

100
１９才応当日

万円

100
２０才応当日

万円

100
２１才応当日

万円

100
満期のとき

万円

500万円
病気または災害で死亡のとき

500万円

給付率
（給付総額÷掛金払込総額）

約１１１.０％

※このご契約例で、共済掛金の

払込みが全期前納の場合です。

共済掛金（全期前納）

・・・4,502,785円

給付金額（満期金総額）

・・・5,000,000円
（平成29年4月現在）

ポイント１

※こども共済「学資応援隊」は、出生予定日
の140日前からご加入いただけます！

＜ご契約例＞ 加入年齢：０歳 共済金額：5００万円 共済掛金払込免除不担保特則あり

払込方法：全期前納 払込終了年齢：１２歳 学資金支払開始年齢：１８歳

満期時年齢：２２歳
平成29年4月現在

基本型 ポイント２

ポイント１

高い給付率で、お子さまの
教育資金づくりにピッタリ！！

ご契約者さまのお体に

ご不安があったとしても

ご加入いただけます！
ご加入いただける年齢についても

制限はございません！
※６親等内の血族、３親等内の姻族の方で

あれば契約者となれます。

ポイント２

掛金全額のお支払い

（全期前納）

※1

※2

※3

※１ ※４

※１

ポイント3

0～12歳のお子さまがご加入
いただけます！

※5

こども共済で
お子さん・お孫さんの夢を

応援しませんか？

 


